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極
め

て
難
治
な
慢
性
痛

今
年
の
１
月
１
日
に
発
行
し
た
本

紙
に
、
川

口

一
憲
先
生
の
複
合
性
局

所
疼
痛
症
候
群
・Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
８
ｏ
日
も
一段

お
”
一ｏ
い
ユ

罵
〓

紹
邑
「ｏ
澤
Φ
）

の
治
験

例
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

痛
み
は
臨
床
的
に
最
も
多
い
訴
え

で
す
が
、
殆
ど
の
場
合
、
侵
害
受
容

器
―
神
経
伝
導
路
―
中
枢

の
経
路

の

ど
こ
か
の
侵
害
刺
激
が
大
脳
皮
質

の

感
覚
野
に
伝
え
ら
れ
て
痛
み
と
し
て

知
覚
す
る
た
め
、
痛
み
は
病
変
を
知

ら
せ
る
警
告
信
号
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、

組
織
の
傷
害
は
治
癒
し
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
激
し
い

苦
痛
を
強
い
る
極
め
て
難
治
な
慢
性

痛
が
あ
り
、
薬

の
効
果
も
あ
ま
り
期

待
で
き
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
慢
性
痛

の
病
態
に
つ
い
て
は

未
だ
不
明
な
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、

統

一
し
た
用
語
も
な
か

っ
た
た
め
、

１
９
８
６
年
に
国
際
疼
痛
学
会
の
分

類
用
語
委
員
会
は
、
慢
性
痛
と
い
う

痛
み
の
症
状

の
み
に
着
目
し
て
、
複

合
性
局
所
疼
痛
症
候
群

・
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ

な
お
医
師
か
ら
完
治
の
可
能
性
は
極

め
て
低
い
と
告
げ
ら
れ
た
の
は
、
有

効
な
治
療
法
が
知
ら
れ
て
い
な
い
た

め
で
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
慢
性
痛

の

慢
性
化
し
難
治
性
と
な
る
痛
み
の
悪

循
環
が
成
立
す
る
と
し
た
の
で
す
。

し
か
し
こ
の
交
感
神
経
が
関
与
す
る

痛
み
の
悪
循
環
説
は
痛
み
の

一
部
を

説
明
す
る
説
で
あ

っ
て
、
外
に
痛
み

の
中
枢
性
感
作
、
す
な
わ
ち
中
枢
神

経
系

の
侵
害
受
容

ニ

ュ
ー

ロ
ン
（神

経
単
位

）の
過
敏
化
が
痛

み

の
悪
循

環
に
関
わ
る
と
い
う
有
力
な
説
が
あ

り
、
研
究
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

痛
み
の
悪
循
環
を
断

つ

と
呼
ぶ
こ
と
を
提
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川
□
先
生
の
治
験
例
は
、
５
年
前

一
説
が
あ
り
ま
す
。
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン

一
筋
肉
を
弛
緩
し
、
血
行
を
促
し
て
虚
血

の
石
足
首
の
捻
挫
が
き

っ
か
け
で
、
　
一
は
慢
性
痛
の
部
位
で
は
交
感
神
経
が

一
状
態
を
改
善
し
、
酸
素
や
栄
養
分
を

両
足
首
に
障
害
が
出
て
い
ま
す
。
こ

一
緊
張
し
て
お
り
、
血
流
が
阻
害
さ
れ

一
補
給
し
、
発
痛
物
質

の
吸
収
、

排
泄

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
ミ
ラ
ー
イ
メ
ー

一
て
虚
血
を
起
こ
し
、
酸
素
や
栄
養
分

一
を
促
す
作

用
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

即

ジ
型
と
呼
び
ま
す
が
、
慢
性
痛
は
固

一
の
供
給
が
と
ど
こ
お

っ
て
欠
乏
す
る

一
効
性
の
鎮
痛
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

定
し
完
成
し
て
い
ま
す
の
で
Ｃ
Ｒ
Ｐ

一
た
め
、
組
織
障
害
を
起
こ
し
て
、
発

一
加
え
て
治
療
で
求
め
ら
れ
る
真
の
目

Ｓ

Ｔ

ｙ
ｐ
ｅ
Ｉ
に
該
当
し
ま
す
。
　

一
痛
物
質
を
分
泌
、
遊
離
し
、
痛
み
は

一
標
は
、

痛
み
の
悪
循
環
を
解
消
し
て
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症
状
が
持
続
的
に
消
失
す
る
よ
う
に

導
き
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
治
癒
に
至
る
過
程
で
大
き
く
関

係
す
る
の
が
自
己
治
癒
力

（
自
然
治

癒
力
）
で
あ
り
、
｝
」
の
治
癒
力
を
向
上

さ
せ
る
の
は
血
流
に
よ

っ
て
運
ば
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な

わ
ち
痛
み
の
悪
循

環
を
断

つ
治
療
で

最
も
求
め
ら
れ
る
の
は
、

患
部

の
血

液
循
環
を
繰
り
返
し
根
気
よ
く
改
善

す
る
こ
と
に
尽
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

川

回
先
生

の
治
験
例
は
、
鎮
痛
剤

を
止
め
る
ま
で
１
年
、
ゴ
ル

フ
が
出

来
る
ま
で
１
年
８
ヶ
月
か
か

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
患
者
さ
ん
に
は
迷

い
も
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
治
療

を
継
続
、
反
復
し
て
下
さ

っ
た
加
算

効
果
で
、
自
己
に
備
わ

っ
た
修
復
能

が
働
き
治
癒
機
転
を
促
し
た
と
考
え

て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
季
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

八
月
十

三
日
の
か
ら
十
六
日
０

ま
で
夏
季
臨
時
体
業
致
し
ま
す

の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。閉

東

京
光

線
療

法

研
究

所

サ

ナ

モ

ア
光

線

治
療

院
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症  例 :33歳、 男性 。
主  訴 :両lal下腿側面 の潰瘍。両側下肢の電撃痛。
起始・ 経過 :17歳で 発症 した 1型糖尿病。以来 、

イ ンス リン自己注 射 を行 って きたが 、

血 糖 コ ン トロ ール は良 好 で な く、 数 年

前 か ら、 下 肢 に しびれ と痛 み を 自覚 。

最 近 、 下腿 の 虫刺 され を掻 き壊 して し

ま い、 潰 瘍 を形 成 した た め、 使 用 経 験

の あるサ ナ モ アで治 した いと来 院。

治  療 :側臥位 にて 全 身 照 射 30分。 腹部 (BD)、
背部 (BD)、 膝 (AB)、 足裏 (AB)。
仰 臥位 にて両側下腿 (AB)20分。

経  過 :潰瘍部 位 で は、 サ ナ モ ア照 射 に よ り、
多 量 の浸 出液 分 泌 が 見 られ て いたが 、

3回 の治 療 後 か ら潰 瘍 の面 積 は縮 小 傾
向 とな り、 10回の治 療 で ほぼ軽 快 。 ま

た下 肢 の電 撃 痛 に 関 して は、 10回の治

療後 か ら徐 々 に和 らいで いる。

病
気
の
解
説

糖
尿
病
は
イ
ン
ス
リ

ン
が
不
足
し

た
り
、
イ

ン
ス
リ

ン
の
働
き
が
悪
く

な
る
こ
と
で
、
血
糖
値

の
高
い
状
態

が
慢
性
的
に
続
く
病
気
で
、
様
々
な

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
血
糖

値
は
、
血
液
中
に
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ

糖
の
濃
度

の
こ
と
で
す
が
、
ブ
ド
ウ

糖
は
、
米
や
パ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物

が
消
化
さ
れ
て
血
液
中
に
取
り
込
ま

れ
ま
す
。
こ
の
際
、
余
分
な
ブ
ド
ウ

糖
は
、
肝
臓
に
お
い
て
グ
リ

コ
ー
ゲ

ン
と
し
て
貯
蔵
さ
れ
た
り
、
中
性
脂

肪

の
形
で
脂
肪
組
織
に
蓄
え
ら
れ
、

血
液
中

の
ブ
ド
ウ
糖
が
不
足
し
た
時

に
、
再
び
ブ
ド
ウ
糖
と
し
て
供
給
さ

れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の

一
連
の
糖
代
謝
に
関
わ

る
重
要
な
ホ
ル
モ
ン
が
イ
ン
ス
リ

ン

で
す
。
イ

ン
ス
リ
ン
は
膵
臓
の
ラ
ン

グ
ル

ハ
ン
ス
島
Ｂ
細
胞
か
ら
分
泌
さ

れ
、
全
身
の
ほ
ぼ
全
て
の
臓
器
細
胞

に
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込
ま
せ
、
肝
臓

で
グ
リ

コ
ー
ゲ

ン
合
成
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
血
糖
値
を
下
げ
る

方
向
に
働
き
ま
す
。

糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症
は
、
ほ
と

ん
ど
が
血
管
に
起
き
た
障
害
に
よ

っ

て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
過
剰
な
ブ
ド

ウ
糖
は
タ

ン
パ
ク
質
を
糖
化
し
ま
す

が
、
糖
化
さ
れ
た
タ

ン
パ
ク
質
は
機

能
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、
変
質

し
た
タ

ン
パ
ク
質
⌒終
末
糖
化
産
物
）

と
な
り
、
組
織
に
た
ま

っ
て
、
様
々

な
障
害
を
引
き
起
し
ま
す
。

こ
う
し

た
終
末
糖
化
産
物
が
、
血
管
壁
に
作

用
す
る
と
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

長
期

に
持
続
し
た
高
血
糖
に
よ

っ

て
、
血
管
が
傷
め

つ
け
ら
れ
、
次
い

で
臓
器
が
傷
め

つ
け
ら
れ
る
た
め
、

そ
の
影
響
は
全
身
に
及
び
ま
す
が
、

太
い
血
管
の
障
害
で
起
こ
る
代
表
的

な
疾

患

が

、

心
筋
梗

塞

や
脳
梗

塞

で
、
細
い
血
管
の
障
害
で
起
こ
る
疾

患
が
、

三
大
合
併
症
と
言
わ
れ
る
網

膜
症
、
腎
症
、
神
経
障
害
で
す
。
最

近
の
報
告
で
は
、
毎
年
、
５
０
０
０

人
以
上
が
糖
尿
病
性
網
膜
症
で
失
明

し
、
年
間
約
１
５
０
０
０
人
が
腎
不

全
に
陥
り
、
血
液
透
析
に
導
入
さ
れ

て
お
り
、
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な

っ
て
い
ま
す

病
気
と
光
線
療
法

食
生
活
の
欧
米
化
や
運
動
不
足
に

よ
り
、
糖
尿
病
の
患
者
は
確
実
に
増

え
て
お
り
、
合
併
症
で
苦
し
ん
で
い

る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
食
生
活
を
含
め
た
生
活
習
慣
の

改
善
を
抜
き
に
し
て
糖
尿
病

の
治

療
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
は
、
糖
尿
病
の
治
療
だ

け
で
な
く
、
合
併
症
の
治
療
に
至
る

ま
で
有
効
で
す
。
皮
膚
で
産
生
さ
れ

た
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
膵
臓
に
作
用
し

て
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
促
す
作
用

を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
血

糖
値
の
改
善
を
認
め
ま
す
。
ま
た
、

血
管
障
害

に
起
因
す
る
合
併
症

の

多
く
は
、
血
液
循
環

の
停
滞

に
よ

り
、
病
態
を
悪
化
さ
せ
ま
す
の
で
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
で
、
局
所
の
血

液
循
環
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
合
併

症
治
療
に
大
い
に
期
待
さ
れ
る
の
で

す
。
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第
十
四
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

既
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、

第
十
四
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
東
京
に
て
開
講
し
ま
す
。

昨
年
度
の
参
加
者
八
名
を
加
え
、
こ

れ
ま
で
養
成
し
た
治
療
師
は
百
名
を

7月 2日 (木)・ 3日 (金)04日 (土 )

(1)医学総論・関係法規

(2)サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

(3)光線治療器のメンテナンス法

(4リレーフ式・マルチアーク療法の実践

(5)開院のための準備

(1)治療院を開業する際の指導

(2)サナモアの名称使用

(3)サナモア販売における代理店資格の取得

に)季刊紙「健康と光線」への治験例報告

超
え
ま
し
た
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
の
さ
ら
な
る
普
及
の

一
環
と
し
て

行
う
予
定
で
い
ま
す
。

ズ
　
　
‘
　
　
／
　
　
×

世
間
で
は
、
こ
こ
数
か
月
、
新
型

イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

の
流
行
が
大
き
な

関
心
事
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
空
港

で
の
検
疫
、
休
校
、
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
な
ど
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
を
防

ご
う
と
す
る
人
間
の
努
力
を
、
ま
る

で
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
、
ウ
イ
ル

ス
は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
ウ
イ
ル
ス
が
弱
毒
性
で
あ

っ
た

た
め
、
致
死
率
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な

い
こ
と
が
救
い
と
言
え
ま
す
。

こ
の

よ
う
な
事
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

宿
主
（人
）の
免
疫
力

の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
よ
う
な
免
疫
力

を
高
め
る
治
療
法
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
、

い
わ
れ
な
き
紫
外
線
バ
ッ
シ
ン
グ
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
た
人
を

一
人
で
も
多
く
育
て
る

こ
と
が
、
治
療
師
養
成
講
座
を
開
催

す
る
意
義
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
、

光
線
治
療
院
の
開
業
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
、
あ
る
い
は
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

⌒〇
三
―

五
七
五
九
―
三
七

一
〇
）ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

一
十
月
二
十
四
日
（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

徐 募 集 器

当協会 の趣 農 に賛 月 さ れ 、

サ ナ モ ア 光線 療 法 の普 及 に

ご協 力 項 け る方 、治療 院 の

開 業 を検 吉すな さ りた い方 は 、

お Fonい 合 わ せ くだ さ い

T153-0063
東 京 都 日 黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759… … 3710
FAX (03)5759-‐ 3720

開 講 自 程

座 内 容
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□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
突
発
性
難
聴
を
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

症
例
　
４５
歳
　
男
性
　
公
務
員

症
状
　
仕
事
が
忙
し
く
、
残
業
が
三

週
間
程
続
い
た
朝
、
突
然
、
石
耳

の

聞
こ
え
が
悪
い
こ
と
に
気
が

つ
き
、

近

医
耳
鼻
科

を
受
診

。

診
察

の
結

果
、
突
発
性
難
聴
と
診
断
さ
れ
、
二

種
類

の
薬
の
他
、
ビ
タ
ミ

ン
剤
を
処

方

さ
れ

様

子
を

見
る
よ

う

に
説

明

さ
れ
た
。
し
か
し
、
会
社

の
先
輩

に

事
情
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
過
去
に
突

発
性
難

聴
を

サ

ナ

モ
ア
光
線
療

法

で
治
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら
と
、
強

く
サ

ナ

モ
ア
を

勧

め

ら
れ

来
所

し

た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
初
め
に
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ

ン
で
、
集
光
器
を
使
用
し
、
患
部

で
あ
る
有
耳
を
４０
分
照
射
。
そ
の
後
、

左
耳
１０
分
、
後
頭
部
２０
分
、
顔
面
１０

分
、
喉
頭
部
１０
分
照
射
。
し
ば
ら
く

休
憩
し
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
足

一異
２０
分
、
腹
部
１０
分
、
腰
部
１０
分
、

膝
１０
分
照
射
。
自
宅
で
の
治
療
に
関

し
て
は
、
同
様
の
方
法
に
て
、
カ
ー

ボ

ン
は

Ｂ

Ｄ
や

Ａ

Ｂ

の
組

み
合

わ

せ

の
他

に
、

Ａ

Ｄ

の
組

み
合

わ

せ

で
、　
一
日
二
回
以
上

の
照
射
を
指
示

し
た
。

治
療
開
始
四
日
目
頃
か
ら
、
徐
々

に
、
そ
れ
ま
で
感
じ
て
い
た
耳
鳴
が

消
失
し
、
隣

の
部
屋
の
話
し
声
が
聞

き
取
れ
る
ま
で
に
改
善
。
さ
ら
に

一

週
間
が
過
ぎ
た
頃
、
会
話
中
に
、
相

手
に
聞
き
返
す
こ
と
が
全
く
な
く
な

り
、
ほ
と
ん
ど
、
以
前
の
レ
ベ
ル
に

ま
で
回
復
し
た
と
自
覚
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。
現
在
も
、
照
射
時
間
は

減

っ
た
も
の
の
、
サ
ナ
モ
ア
を
続
け

て
お
り
、
再
発
は
み
ら
れ
て
い
な
い
。

□
□
回
□
□

変
形
性
股
関
節
症
術
後
の
痛
み
が

一　
サ
ナ
モ
ア
で
軽
快

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
整
則
巴
氏
報
告

症
例
　
４５
歳
　
女
性

症
状
　
長
年
、
変
形
性
股
関
節
症
を

患

っ
て
お
り
、
最
近
、
有
股
関
節
を

人

工
関
節
に
置
換
す
る
手
術
を
受
け

た
。
し
か
し
、
術
後
、
な
か
な
か
痛

み
が
ひ
か
ず
、
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

知
人
に
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
紹
介

さ
れ
て
来
所
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
九
二
〈
薫
畝
二．
― ‐

一 二
“
〓
軌

療
法
経
過
　
当
初
、
人
工
関
節
に
置

換
し
た
股
関
節
に
、
サ
ナ
モ
ア
を
照

射
し
て
い
い
の
か
心
配
さ
れ
て
い
た

の
で
、
全
く
問
題
な
い
こ
と
を
十
分

に
説
明
し
理
解
し
て
も
ら

っ
て
か
ら
、

治
療
器
を
購
入
、
自
宅
で
の
治
療
を

開
始
し
た
。
治
療
に
は
、
最
初
、
Ａ

Ａ
カ
ー
ボ

ン
を
使
用
．
足
裏
、
足
関

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

＊

な
お
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の
際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー

ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対
に

使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用
上

の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取
扱

説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

節
、
膝
、
腰
部
を
各
１５
分
照
射
後
、
股

関
節
を
２０
分
か
ら
３０
分
、
腹
部
を
１０

分
照
射
。
し
ば
ら
く
続
け
、
身
体
が

光
線
療
法
に
慣
れ
て
き
た
時
点
で
、

Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
に
変
更
し
、
照
射
時

間
も
少
し
ず

つ
長
く
し
た
。
特

に
、

股
関
節
に
対
し
て
は
、
痛
み
が
和
ら

ぐ
ま
で
照
射
す
る
よ
う
に
説
明
。
数

日
後
の
電
話
報
告
で
は
、
痛
み
が
な

か
な
か
改
善
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ

た
た
め
、
基
本
的
に
は
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー

ボ

ン
で
よ

い
が
、
痛
み
が
強

い
時

に

は
、
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
長
時
間
照
射

す
る
こ
と
、
体
調
に
合
わ
せ
て
、
Ｂ

Ｂ
と
Ｂ
Ｃ
を
使
い
分
け
る
こ
と
を
指

示
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
か
月
後
に
は
、
股
関

節
の
痛
み
は
完
全
に
消
失
し
、
通
常

の
日
常
生
活
が
で
き
る
ま
で
改
善
し

た
と
喜
ば
れ
て
い
た
の
で
、
関
節
の

痛
み
は
再
発
し
や
す
い
か
ら
（
今
後

も
、
毎
日
１０
分
、
股
関
節
だ
け
で
も
、

照
射
を
続
け
る
こ
と
、
対
側
の
股
関

節
も
照
射
す
る
よ
う
に
話
し
た
。



(5)平成21年 7月 1日 健康と光線 No 334

□
□
回
□
□

多
彩
な
不
定
愁
訴
を
も
つ

患
者
に
対
す
る
サ
ナ
モ
ア
の
効
果

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

症
例
　
３３
歳
　
主
婦

症
状
　
平
成
１８
年
１
月
に
病
院
よ
り

紹
介
さ
れ
て
来
所
。
病
院
で
行

っ
た

検
査
で
は
、
明
ら
か
な
内
臓
疾
患
は

否
定
さ
れ
て
い
た
が
、
頭
痛
、
集
中

力
の
低
下
、
舌
下
部

の
痛
み
、
全
身

の
冷
感
、
腹
部

の
違
和
感
な
ど
を
訴

え
て
い
た
。

療
法
経
過
　
治
療

に
は
四
台

の
治
療

器
を
用
い
、
Ａ
Ａ
、
Ａ
Ｂ
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ

ン
を
患
者

の
状
態
に
合
わ
せ
て
使

用
し
た
。
最
初
、
側
臥
位
に
て
、
顔

面
、
腰
部
、
臀
部
、
膝
を
１０
分
照
射
。

次

に
、
後
頭
部

１０
分
、
上
腹
部
（胃
）

３０
分
（集
光
器
を
使
用
）、
下
腹
部

１０

分
、
足
裏
３０
分
の
照
射
を
行

っ
た
。

次

に
仰
臥
位

と
し
て
、
左

頚
部
（甲

状
腺
）、

有
側
腹
部
、

左
膝
側
面
を

１０
分
照
射
。

さ
ら

に
、

有

頚
部
（甲

状
腺
）、

左
側
腹
部

、
有
膝
側
面
１０

分
の
照
射
を
施
行
し
た
。

治
療
開
始
後
し
ば
ら
く
し
て
、
体

調
は
改
善
傾
向
と
な
り
、
患
者
自
身

も

こ
の
治
療
で
希
望
が
持
て
る
と
安

堵
し
て
い
た
ｃ
そ

の
後
、
自
宅
で
の

光
線
治
療
を
続
け
て
い
る
が
、
徐
々

に
快
方
に
向
か

っ
て
お
り
、
病
院
の

検
査
で
も
異
常
な
く
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法

に
よ
る
体
質
改
善
効
果
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
手
根
管
症
候
群
に
よ
る

し
び
れ
と
痛
み
が
消
失

武
蔵
野
市
　
カ
ワ
グ
チ
光
線
整
体
療
法
院

症
例
　
５９
歳
　
女
性

症
状
　
五
年
前
に
手
指

の
し
び
れ
と

痛
み
、
肘
痛
を
認
め
た
た
め
、
近
医

を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
手
根
管
症
候

群
と
診
断
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
症
状

に
変
化
が
な
か

っ
た
が
、
約

二
年
前

か
ら
、
痛
み
と
し
び
れ
が
緩
和
さ
れ

る
代
わ
り

に
、

手
技
動
作
（字
を
書

川
口
　

一
憲
氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ

Ｏ
四
三
二
―
二
三
―
二
九
九
〇

く
、

り
ん

ご
の
皮
む
き
）が
極
め

て

不
自
由
と
な

っ
た
。
そ
の
頃
、
自
然

治
癒
力
を
推
奨
す
る
当
院
を
知
り
、

来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
平
成
１９
年
１２
月
か
ら
週

に

一
回
の
治
療
を
開
始
。
最
初
、
硬

く
な

っ
た
上
肢
を
中
心
に
身
体
全
体

を
４５
分
揉
み
ほ
ぐ
し
、
血
液
循
環
を

高
め
て
か
ら
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

を
施
行
。
仰
臥
位
と
し
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
で
、
石
上
肢
と
腹
部
、
左
上
肢
と

腹
部
を
そ
れ
ぞ
れ
３０
分
照
射
後
、
側

臥
位
に
て
、
腹
部
（Ｂ
Ｄ
）、
腰
部
（Ｂ

Ｄ
）、
膝
（Ａ
Ｂ
）、
足
裏
（Ａ
Ｂ
）を
４０

分
照
射
し
た
。

治
療
開
始
し
て
か
ら

一
年
が
経
過

し
、
サ
ナ
モ
ア
の
効
果
に
疑
間
を
持

ち
始
め
た
頃
、
自
分
の
身
体
の
内
面

か
ら
起
こ
る
変
化
を
感
じ
、
「
３０
年

来
の
冷
え
性
が
改
善
し
、
手
指
の
動

き
が
軽
く
な

っ
て
い
る
。
」
と
口
に

出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
今
以
上
の
改

善
の
た
め
に
は
、
治
療
頻
度
を
増
や

す
か
、
在
宅
治
療
を
併
用
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
現
在
も
治

療
を
続
け
て
い
る
。
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愛用者

ジナ電ア
光線療

と
思
い
、
約

二
週
間
、
毎
日
サ
ナ
モ

ア
を
照
射
し
ま
し
た
。
患
部
は
Ｂ
Ｃ

カ
ー
ボ

ン
で
、
基
本
照
射

に
は
Ａ
Ｂ

カ
ー
ボ

ン
を
用
い
ま
し
た
が
、
医
師

の
診
察
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
完
治

し
ま
し
た
。

こ
の
時
、
毎
年
悩
ま
さ
れ
て
い
た

花
粉
症

の
症
状
も

一
緒
に
緩
和
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。
何

は
と
も
あ
れ
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
有
り
難
さ
を
、
今
さ
ら
の
如
く
、

感
謝
す
る
日
々
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私

の
不
思
議

な

傷

の
体
験

で
す

東
京
都
　
山

口
　
一房
子
様

私

の
こ
と
で
す
が
、　
一
か
月
以
上

前
か
ら
、
有
耳
の
上
の
付
け
根
付
近

に
傷
が
あ
り
、
水
（浸
出
液
）が
出
て

い
て
、
薬
を

つ
け
て
も
、
光
線
を
か

け
て
も
、
な
ん
と
し
て
も
治
ら
ず
、

痛
い
、
痛
い
、
触
る
と
激
痛
で
し
た
。

こ
の
耳

の
傷
は
ど
う
し
た
も
の
か

と
長
時
間
サ
ナ
モ
ア
を
か
け
て
い
た

ら
、

傷

口
か

ら
じ
わ

じ
わ
と
水
（浸

出
液
）が
出
て
く
る
の
で
す
の
テ
ィ
ッ

シ

ュ
で
押
さ
え
て
い
ま
し
た
が
、
耳

の
後
ろ
の
方
ま
で
濡
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
今
日
再
度
サ
ナ
モ
ア
を
か
け
た

と

こ
ろ
、
今
度
は
も
う
水
（浸
出
液
）

は
出
て
こ
ず
、
傷
口
に
は
か
さ
ぶ
た

が
作
ら
れ
て
い
て
、
耳
を
押
し
て
も

引

っ
張

っ
て
も
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。

一
か
月
以
上
、
耳

の
傷
は
居
座
り

続
け
ま
し
た
が
、
今
日
よ
う
や
く
、

痛
み
か
ら
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
私

の
不
思
議
な
傷

の
体
験
で
す
。

医
師
に
も
相
談
せ
ず
、
原
始
的
な
サ

ナ
モ
ア
頼
み
の
生
活
を
お
く

っ
て
い

ま
す
。

急
性
胃

腸
炎

と
帯

状
疱
疹

を

サ
ナ

モ

ア
で
治

し
ま

し
た

神
戸
市
　
相
良
　
陽
子
様

つ
い
最
近

の
こ
と
で
す
が
、
７．
歳

の
妹
が
旅
行
か
ら
帰
宅
と
同
時
に
、

微
熱
、
腹
痛
、
下
痢
、
嘔
気
、
嘔
吐
、

食
欲
低
下
な
ど
の
消
化
器
症
状
を
訴

え
た
の
で
、
す
ぐ
に
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
あ

っ
と

い
う
間
に
症
状
は
軽
快
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
有
側
胸
部

に
ピ

リ
ピ
リ
し
た
痛
み
が
走
り
、
眠
れ
な

い
と
い
う
の
で
見
る
と
、
発
疹
が
出

て
い
て
、
こ
れ
は
す
ぐ
に
帯
状
疱
疹

モ

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

サすモ7

劣瘍
…


